















































39. 92 kn召，人1二1性直 (1975) 1 km2 〗jfこり L083. 8 
を示してし、る．人口集中地図 (Dl D)に限れ
3.2km2 o)占缶化地区（由域の8.or10) に 21,825人，全人口の50.411<)がf:lみ， DID地区）¥I口l
6,820人二，；上しており，大都由並みの凸密度都占てある
覆府の由域：こ喚／りし亡1920:;F・, 第 1ml¥1]勢闊査I『0)人口は18,34旦人て， 55:;「間約半I且：紀I出こ人口は
2.4召砂許し之 1口］じ期間に県仝休の人1・］は 178万人から 239万人へ 1.3倍培てあったのに比べると，
の人Dの急見;1ぶりがわかる． ちなみに， 1920年の燕lf!Jは， 913 I巳悶， 4,685人， 1担；iり当たり
5. 15人てあった
よって， 3月31日，旧燕IIJ, 小池村，小中） II 月，松長t~J の l llJ 3カ村が
合併して由訓lをししゾ：：： 1954年 7月 7日，中ノ I叶ヽ 」籾設の際：こ， ・ 羽 JI~. の 3
分腐fし， 1955年 3月20日，
王って＼｀
人口密度が凸し、ことに加えて， l且囁；•人旦，1. 1は仝1月平均 3.5人，糾氾県平均 3.9人に比べても高
1., 農日I『)大鳳模崖伯地域に立J也した凸密度口［＾〗 a文部『いと＼，ヽうのが， 人口からみた燕由の特色と＼ヽ
える．総人「l-13,265人のうち， 67.8%は燕地区に］じんてぢり，事瓜り『となると， 1,922のうち75.9% 
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23,986 100. 0 1 4,922 
2,497 10.4 
hl5 2. G 
13,971 58. 2 
3, %1 lh. 5 
314 l. :3 
:312 1. 4 
111 0. 5 



































f I公:/ ー 1左り—·従業習I_i°!'¥旦）-
2c-;, 378 100. o I s. s . 100. o 
ー••ー・ー●●ー――••一.. - .. ヽ ・ー・一..● ● ・-・ —• 一 ・.● ・ • ・ • ・-
11 0. 1 _ 5. 0 l. 9 
S11 3. 1 4. 4 
18, 606 70. 5 6. 2 } S. G 
4,798 18. 2 4. 0 し
459 l. 7 18. b J 24. 1 
80 0.3 17.5 
370 1.4 1 24.J 
97 0. 4' :3. 4 
1,14G 4.3 





I汀勢』月 査｝辛又 (f~分い）別人「:1貨成でみると，！此菜人口 (1975) 2:3, 98C-3Aり）う ち58.Z










ltl. 6%り） ,1. 0 (四'.,:こ及んてし、た
五＼による翡隠菜札り成なみると，
うち，緞治甜成が似も多く 359戸，
5肝7tLI'. 、よ砂、 4勿 31 〗::i, 3.1%で）












lilJ I付総 1且忙数 9%戸0)
3番目 は鍛□L44J-', 4. ,1%, 
で，:こ金属）JI Iエと商業
のJ:i.1!&しこ｛「郷町てあ
ったと ご；；し，履Qu 家文占~の延工： 9 (16S1)燕l¥lJ',iljIZ 0) I ¥:1ノにI)1左刀'.:j'J茨ミ此防上の整然と した附
',i;:1の街村や， 3 ・S Cl) 7¥j; 行1Hり；；との ことを裏付けてし‘る．
lSl:2~ 1「 ()-;:IL u) U. I) 11 i建竹「新1砂見玄1人J」の｛｝詞j汲覧には，燕か次の ように記されてし、る 「ノ,~~I 白詠





'-{ピ） /~) 戸数930,人1□15千百余， り， 4汀if(之度闊 炉，
{、(:食岱':『:I}))ミ:12『地て， 167万円 7-令） ． またこの町の松井i叶襄四合名会社の味
I聞に!, 醤iU情哀い経 よ）」叫［大：こしてじ＇パ如 '(Jと称せられてし、る ?? 1911負―-(明治44)に燕で最初の汀改悩
がつくられてから11年たって，汀~i訊岱か乳麗町の 1lit 業の一 i・fl化に登」易 し てき iこ時期の払＼写であり ， 当時は
また食1}1□[菜も重 き｀＇とな してし、たことがわかる
今1())燕巾か·]f文所数，訊〗:打数か らみてこ[二集都・1°liてあるこ とをみたが，生肛額ではさらに工業邸
『ドの色杉： ：、［っ きりしてし、る 197りイ 1―~ 0) こI□ :］心厖~ 1\?1I」I 1,547 UJ、「りて、J ド:0i1;~11 阪；／じ額の 969 億円，農
業生畔：額 0)4~応I'!]を（立るか；こ しのし、て＼．‘る どのよ〉な指し州をとっても， のウニィ トの大き さは
、;i'!(,~ 1[i(こ おけるや（：食堺:=―r. ・、 :~'Sの存立：払盤（（左々木） 45 
ぱっき りして「3り，文了通り である
I I、Iノj'-J』I-c; 伝ると，二[り少裟父-e:,isosり0 (1S)76) ヵ ;:'.i>!li~1 曹凸 iii11 て：， 工菜〗(飩の色杉
を 三にI:1 し， 令屈]_・菜郡山恐 と!Ifはれるゆえんてある 1凡:'.!SH裟文ても 729 Ci()を金）瓜麟扉製辺恣が占め
第 2表 、1\も『liOX―L~ 〗'·;〗\ff (,; 乍〗'、 1I 1)J'Jt'D 1976 
-三I.ー！闘数 」し 4Ii. ヽじ/--c: 屯,i, c _ ・!'「-1＇' 、 Jt 1 製、近1W1/I祝j存り（万円） 」［
:,; .・,-1;、, ― :3,072 100 0 ● 17, ~)05 100 0 15, .4(5(5, 902 100 9 
立 :1、:1 15 0 5 1 :3Ll O 8 140,725 0 9 
て,v・._,l.,',•  奇f l ゜ X ゜ X ·•—),:\. , ， nu ,r ) 0.2 26 0 ] J2, fjLj(} 0 J 
-4' ヽ 製 Si'1 '.29 0 9 151 0 9 87,919 0 (-j 
/ 1，1 , . :fIi< : 1Jil"・l Irl1 I 13 0 4 57 0 3 35, 23(1 0.2 
紆〔 )Ji! 二[ 1 砂〇 ] 0 :363 2.0 273,SGl 1. 8 I I I 
!'1 i1:] G 0 2 (i7 0 4 r.;o, 097 0.4 
i!'. 雪!:
1i 、(:1,i! 1-1 ,l.j,‘ , .
！ー ~` -I 、 ·~ ) 0 1 X X X X 
,-,. 、• .-',， I. 
J 石 笠'.:ク 主 4 0 1 X X X X 
、出,_.,・ . }l,".i '.28 0 9 822 4 6 3,595,028 23 2 
:Ji 金 },i1, 1 0 1 X X X X 
lI,・ rゞ,' 製 I I :?, cJ7.l so 5 B,051 72 9 8,777,831 5G. 8 11 
舟）［ 機 h~ 25:、J 8 3 2,028 11 :3 1, 5(i1, 036 10 1 
'I IJ. • , I<I.- 機 f1x 1:? 0 4 144 0 8 111,903 0. 7 
.l!J,.,./ u, ,' 必 機 械 10 0 3 58 0 3 38,622 0.2 
Wi :1.', : 機 械 4 0.1 X :x X X. 
1代 ."(i." , 「.
({) 他 18:3 (-j 0 736 4 1 41)0, 528 3.0 
•. —. .. 一―,・・---・ 一•••—. .., 今..―,_ヽ，．．ヽ..―---…--・- --・ ―--・・-- ' 
(::i·. 〗，'：紐 合/·)
N坊-ぐ:3玄C ! C 凧叫］の主疫金属工工業杯 (i笙業小分知） 1976 
令屈製 ，合＼｛, ，,ゴ場 I I ' % I ：. t:=1付万加円価伯 % T. 場数 ％ 2,473に める 従業員％ fl¥万狗円韻
,ヽ!-;!, j -. -I '----' ---- ..... ~ ・ー
叶h＇こ・ 兵 "'"," . r・ 472 15 4 19 1 4,973 27.8 i 4,~342,917 28.1 1,754,749 30 6 
尻lj;(ii .1・. /if I~ 28 0 9 1. 1 208 1 2 140,329 0 9 55,985 1. 0 
ヤ ス I J 42 1 4 l 7 231 1. :3 (35,700 。今 4 44, :371 0 8 
可衣 ／， '） 、ん 、刈1'、" ； .'な、'.i. C:iO 2 0 2 4 298 1 7 19:3,407 1 3 83,258 1 5 
厨り；）IJ {,ii'i勺 259 8 4 10 5 2,957 rn 5 2,824,820 18. ;3 l,17G,908 20 5 
校打プレス 88 2 9 3 (う 289 l. 6 71,831 0 5 42,175 0 7 
会屈 訊,,・j, .／ 刈 62 2.0 、~) .) r 136 0 8 30,179 0 2 25,321 0 4 
't -J、訊-・ メ ッ ベキ― 23 0 7 0 1 198 1 1 108,993 0 7 64,840 1. 1 
企ふC ),，_iこ、｝9 liJf l¥il ， l,3G2 44.3 55 1 3,220 18. 0 547,337 ,ヽ)j ;) r- 372,628 6 5 
プレス ）il全 1'!1 130 4.2 ,r)~ ') 772 4 3 420,851 2 7 245,021 4.3 





第4表 、1'!i.、i叶J·o) 、1介こ〗[、 fl)、YlJt'と．け !jJこ J》J 1976 
従こ爪n数 —』I _ふ./,./・,)l.'なff＼I • 
i 3,072 100身。
1~J人 2,014 り(i5 C)l:i J 
} 75 1 
4~ 9 (i90 22.5 22 8 
10~19 l屈） (). . ~ •) 3一ら，9 12 7 
:20~29 ,)r,、) 1 7 ~ 、)~') 4 0 
30 "'-'49 59 1~) 1 7 :3 4 
50~99 '.25 0 8 0.7 -ぅ、 71 
100 人以1~. 12 0 4 () 5 ~')-') 
(L 
賃i1 ,-~) ?:". 月mo)〕'Sf贔号iJ:ニ且，J?喜(7)iり成





















i I¥ て：］＇、全屈製晶 (;;~56. 8位を占めてし、る
劣ってぢり，










クで， の 3/4を占めてし、る． しかし， の44.3りらを占める




1972年から1975年の 3年間に，事文団数全・（木は 0.4%:1許えて~し、るの：こ製氾業は 1.7%減少し，




~ け-, 1976年の 1工場竺iりて・u、5,035万ITJ' 1人当りでは864
万円であった．
1976年，り） 3,07ロエ褐を従業旦且且羹別くこみると， 10人木叶翡 も占め， 1口［木全作













り:'..;: , 19 ll'if (IJ] 
と， そリ）摩史｛土戊＼ヽ ． し力、し， こり） 1'.1J 






』(nru: , JII 
、プ J.-~·,,­






fl:,/;·~111] Ao) 11 :=一［文1:1!1A,
［閏IJ;f(Iりて， 臼わめて小さ匁
：こiり11j化し）、立し


















とのI/¥J : こit, I且JJ:;;::•i!;lj 家 JJ、J □1―: 菜が形成さ、1してし、 't~-



































































1sn11r・ (IJ ? ・(:;44)')こ I I~ 」、1 、1、 1、 J1 
貨 ， 越悛迅~;こ燕 O)j訊の分業 ~I』 が紹介されてし、る ·
から厳格：こ分業が行なわれてし、て，地食鍛冶12戸，
鍛冶 300戸， 一戸i言ーI乙J匂3)¥.oー）貨1<fi'l『；し力‘；し、るとして約「人はどの1:-L)」i設冶がし、て， 別：こ）し付緞冶18戸，
以上仄ICこの内Tl]の鍛冶がある．
説元があるで匁 し，戸々別ノ、，iこ作り廿1Iず





































i訂})↓~ 0) 虻ii: (ウラ）






間としての 皐11 をつ くり， ~llIL の系］！東と及佑 の鰊);印こ!J;んて＼＼
、ンなど（こ）IJ ¥.、るハリガネや板全；と製辺した




文化年間 (1804~ 1814), 
の
燕の戸数 889戸，







!Iノ',:刀,11, ・1『;;l!IJll, :Il文：J乏10, +;1しlJ9, 
しかし仝律閉［松の策北蚊人の罰c:1:」）三山亀に『［し、占められて出吹 した
まった釘鍛沿の一;，1;は，











風 ［~冒ら食だら＼、）銅鍋などの純丈）1~1 品 であった
虚lri:ぷ•メーカーの1=!rでi、]・一 三にJIU化が現在ても」＇はも大 きく， その鎚起銅堺 （」［出し）
（リ］不I5)伯l亡↑ より！］奏4こと＼，ヽう Ii設人が来燕し，褥り尺(IL原糾｀＿），
灰;広ら し製凸へ豆）誌業名も多かっ亡






























? ? 、 ?
?）
叫治期を迎じて燕の主炭工業は銅悩 ・矢
煎i[i:こ．匂げる （佐々 八） 4 ， 
?? ? ? ??．?
?
の製作で， 1 -1, --./ 1-・
?、?
（アラトウ）「t1本 (3貫 500匁~sni-1 
4~JO kg)あり， 1J1いらスケコと
、ヽ,.:,:;) 11・11 1ノIJl 万）カヽ，
8 I f • -((.- } --r. 7 亡 1 —---- -~1-.-·, ! ;・;-, 1-t/1ヽ］！こ -・1-:-'. た、~・: ―行） 1r・, 
つ -),t~- • て，介銅平10~12% 0)旦
つにI'」・. 、ケ；）；（］） しfこのが初めと
、も| , rJl/'i]50 Iヽ LUしfこと＼，ヽう
ら
て， 1701年
されており， 191:Z~1915 什'. (大『[l~4) 









(in got)'. ;:、 20〉〈;30 cm, 厚さ：［ド贔て 2cm, 1! 改て 5cm位の大きさて， ぎ
??
? ずるようこ左っこ．













,) し， 狙りJYo) ibiととけこ久こ． ―二J¥j尼
-7、ド予 1)ア）j[汀
且りIi糾］らu、fi1・,':j弟石Jj: I  J:fを見りし， iヽ1















し］こ. 1923年（大1:12) un; 頼瓢LI
O) Hか）
i I』';,{ 1二 1jと
1 
，大宣（木
(1818~ 1828), ―j、: J 1
1 
(1891汀尻；， 63オ）のイいこ1873イ「国］沿 6) オ
(1922イドタ1.,70オ・)'. 主1890{「,






















































































てぎるよ〉，＇こ匁り， 汀→：；、カ ＼ヽ，＼ても j;:J: ,]:、切jし：信し、 と＼~、オっ］したメノこ~＼ー
IU『、i
、~し~ti め（トイツ製スプーン-/)¥ 1タ― 7,s r:r:Jso銭iこ対し，







































































7-)と(,;.-;~ ノト，ケ、ノ トル ・ポ、ーノレ ・11・カッフ'iばとて：，；訊!,J開）］］』し（斗:=-'ノ_;_テン＇ツール）と｛、主キッチ





るステンレ ス鋼［「延以降てある. ? 『ft料か惰Ll:'i説伽lで沈鼎して＼，、たときに，汀'.:-ft賛ドの情出わくをもら
え芯かっ土）¥. ;+: ;) ノ、ウスウニアー ［川成(1く）に参加し之.1964年しこ LI木愉出キ、ノチンツール工業




牙侭YJ ,r ) .} ミ :ili'.~I打の汀＇：食；翫とノヽウス ウエアー
:、-',!i~:·,I1,,•~·,'ヽ i,'・ ,rI. -・ j <.t (",: . t . -.!i相-CJ)'/旦/: 金属ハウスウ エアー 製造
・-・ ・---・ 一一憂• 一・-―.一•曇,. ,. 一-・つ- --- --- -------
・J: ti19r 匁'(i,'{ 〗、 rt( 1 ,;, 又jiJiヽl!I!) 'j,;:¥'1リ「？：、1: fil: 〗ビ ―｛↑委文 1 り
l !170 '.398 5、7:!li)・＼ 14 4人 208 2,452 11 S 
71 41:3 5,949 」Lj4 194 2,350 12 l 
-:',_ •) ,J.l ;r ）， 0r-,/J ~ JJ 5 182 :2,473 13 6 
-I ,. J , ,[05 丘,15-1 l_.:, 'ー）ウI '.21J」L 2,935 1:、39 
l sj'._2!5 sj, ~)89 11. 7 :?3:、3 2, (1(-i 11. 2 
I;) ,.J;:jq ,J 91il JO 8 :273 :3, (J.1:3 11 l 
7fi ,J72 cJ, 97:~ 10 5 '.?59 2,957 11.4 
（触 rTJ・ の ー I ~業）
且本愉/11令）瓜ハウスウエ ア ］ー口菜斎1合旦（よ19771F,9,1名のうち，餃1;:呪杖1 ·1li~'.2名，棗克 2 名以外の70
名：，｝祈乳:}い（翡5J, I山袖原闊は:3'..条 5)にあり，そのほとんとか，金）瓜汀食閤からの伝換もしくは
合屈袢食加と の誼〗： メーカーて ，，{;~) I)' 全，1位r:tf食閤とのI閃係(t窟である
令）！’＿町fft~ 腐：こ十 るよての，燕しり ~Lltは．□1工製I山の裟:_;凸と，その広期にJ:cったイン＇ノミクトをモテル化
すると）次のようにはる
、h-,v.-. ・ ノ--,j-如/.;・； 幡）乱
:-, —•• 
釘 ノ:・(1、,:-;.-1笠- li¥l1J 
、I/ ↓ 、9I 
仰1 沿 ノヽ ウス ウニア～一
『l 瓜［ 一→ f'矢-¥'l" i 
ゴルジ 0)クラフ‘
., 車のノヽンドル

























































さ且て＼ヽることは， 1976年［久統，，1ヽ屑いこJ旦っ九立全屈i羊介＇岱 472, 全屈厨り0n1i磨物259,
362, プレス）Fl合刑130, 1友1」プレス88, : 位），心彫 ~62の］口場数の多さ（こじ［われて＼ヽる． しかも，そ













とで，宕易（こ）］！こ1 、J']月洲））も入り・うるとし、う !.J:_J〗［り斤凸（主，不況：こ 1;直く，耐久力が1;直く，危除ら分散して
＼ヽることにばる． こ0)水Ilij'i. ('「 J也ヽ：ドを／ミ、ノクとしたり_:_)&の柔 1蒻応は， 1970年叩悛支で(:t~:b:1 『(:の価格競







~1\(~ 市における祥食｝器工業の存立リ吼’や （竹：々木） 53 
ている
しかし， ．工場炒めの場合に（土， LU来0による能玲賃介，と見、本 としてし、る！こげに，ー通りのl文化収得悛
は，独立すれは家）クとで長IL'JI/¥J芳慟か叩 'jビであ り， しかも家）江1人口噸鰐慟））ま ても利川てきるメリット
?
0 16--25 
;;,~ 3 i叶 '.!~I, 炒{予rt:閃I鼻'.1見り)'.Jf了i
ff:l、l:1973;n凡ら iJ J,ji 〗'jり［；賃 jJ,iii' こ よィ、）
o l -10 
0 11-30 
31 •·- 50 
(J 51--90 
1973 :r-,¥:, ii・F菜1i/j名｛！，；＇，！こよ





ち） 見髯 I  jI)、J

















してし、る(})こ対し， .~ ． 
て応ること‘ヽど示して＼ヽる




く心、つー ご＼ヽ る． リJ~-iu 主H してhり，
しt-:.し］）ら，仙立して］叫
・Mh J CU f系力； ~t.主jし．，多く：：［オンリー し1)11(忍こある；；）；，））をつげる：こ










る［叫りj(:t リ」［力＼女 =ro)3~,1 伯を占めて＼、る






て応 i)' 残る 41.1位） 7, 58:2)¥ iJ』：叫u'UJ苫てもる.)直砂打り））囚｛［地と
る 1)!li il」.
こ、ノクヌ、 l)-て：-, げ；し、三~Ij I~ どIl +-l) 
0)~0. 0位），ク}:;JcllT(B. 6り{), •• :_Jごii (11.SSそ） 7); 
ともしし、てし、る“ 東の力::t、二条と＼＼））＜―I~人間；1¥i力える文
第:G』こ /1文llの'.j貪叫i竹戊 ( ) j蒻成Jt,% 
~;' ~19} '.20~24~}" 25~29 i- 30~:39}・40~Lrn so r以r・幽 五ー→ 1 ・ 
_!, '-l ' / ljJi 1,fo 171 ~,H t.15 288 221 1,525 
.、/入I、• 79 175 199 :、l91 ,•)J'7I ,・J) 157 1,:374 
,介< 1:;,; p, :'」: 
>~}] `~) 7 1 ， 3 l ―')'") -'
久 l ,r ) (i ぶ→ 1 :2 J:.? 94 
j,:(,; 旦•そ 0) 位 男久 11 Lj~) '-:!~ •) 182 122 J :2() 562 
'.2-J 12こ 52 5h は（） 41 :325 
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1976介c(こ(t32.8%・ に玖り， 1しってヨー戸、ノバ (25.2%); 「1バ丘東・アフリカ (23.0%)が培えてきた
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第 6図
のアメリカ臼げは形J30%であるが
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産業とは呼はずに， 産地j産業とし、う 表現を使ってし、る． それは， 「同一の立池条件の下で）同一業種
に属する製品を ~I四 し， 市場を広く全国や而外に求めて ， 製贔i を販売している Wt業てあり，中小企業
から1翡成される」ものである．それはまた， 「一定地域に多数の企業が集柏し， 存立晶盤を地域に依
存 し，地域と密接に結びついてし、る産業」てもある




中小企業）ー 『：丸 これら厖地附業を次の 4つに分類している









rj=i小企業庁が 1974年に行な った 調査によると， 腔地数は全国で 349産地で，内訳は，伝統塑産地
10冗現代刑i生地174, 地域集団刑祁地33,都市型趾地35であった
新潟翡日付には 15雌地あり ，伝統門産地 4 (加茂家具，小千谷織物，嵐沢織物，五泉緑物））現代型
flt虞：地10(佐渡みそ，亀田狐物，見附励物，栃尼緑物，加茂織物， -1-日llJ織物， メリヤス，見附メ
リヤス，燕（ー・ト1t¥器，三条作業工具），地域集団見産地 1 (柏I崎恨械金）属） である． 燕のハウス ウニア
はー， 1976年の出荷数がYri灼器の 434億円に対して， 282億円に も迄しているのに坂りあげられてな
し、のげ、， 附地産業の定義があt、ヽまし、なのと， 悉皆閻査ではなし、らしし、ためであり， 1976年の謁査で
は全国のJI位地は 322は減ってし、る
を ~ rJ,1翫指向閏」と／輸出指向盟」（輪出率10%以上）に区分すると， 全国349j.産地は235:
114でJ ほは 2: 1 O)};:IJ介である．新潟県1プ、」ては燕の土）属洋食器，三条の作業工具，栃尾の合繊織物
が愉出指1月見である．韮地I崖菜，あるし、は地場附菜と呼ばれるものの成立没囚を考えると，次の 5つ





? で， 工租の によって魯Il分化してい
る
4. 製晶一ー•―主として i肖費材で趣鬼坦向の対象となる












































































り） メノ辻二，:し~-t1) n食料：：二7ー ゾゲ／しンと合ま立 1ヽ 0)
ロムステン＇ンス：主「 1条乃i1' 18--8ステンレス！主
ばれる I〗［さ :S~1:s mm 。)
銅・il~1 、: 7, デンレス・ I
飢＼、:L,nし力、してぎ／左＼、） 匁どヵヽ ら 3カ）］
:IT1Jl r古も附，いており， これ／らしうン一］、ノミー を｀
:2 mm J')、 1,• l ,Jil', 亨；'.ふ、 0.6~0.8mm1へ'Lの




























































こ) ハウスウニアー 由を で結論化）に検討｀ した． のアメリカの諭入
との まった時鳴）］でもあった．バイヤーは 500吐以上らある小
300社の I/]き） には多数 PPき，
















向ってし、る． ては， カーフミラー，アルミザッンの加工， 白動車ハンドル，ステンレス裕




ゴJレフクラブ， タイプライクー， レバー ， ヨッ I、金具などへ
左包含し ！主王ってし、ばし，＼．し
てし、ると＼，＼え









て＼、るの (geographical inertia) とか
(geographical momentum) と呼はれてし、る． 他方， イギリス Coventry O)航空機忙
亡主たまギルトの間約の辻＼，、 Coventry ✓ "-フランダースの絹凰翡炭人 として什又付き，リ
ポ‘ン り，やがて 1;ら『F製し， 白 ,-ヽ,.、,~1よって をつくり， 次には (l動車をつく
り， 0)ちに つくり出したのてあるが， これは歴．史的｛昌慇性 (historicalaccidents) と呼ばれ
て＼，ヽ ~S. Coventry る くなかった． たまfこま そ九臼身
しようとする




刀ピに収入祖直（呆のための部叶叫且ヽ」1及lf系， 地縁ltJ家放(1く）元砧下頁『生訊札＼氾， 高し、 j鳳：J'IJl発怠欲と炒勉
さ，水IJJ1と業に支えられ亡低1~'.合心どの疫囚が，工業を持紐させてきたらのてあることがわかった．
木研究げ］文凰；省-fl学：飢究費補助金総介研究(A)' 研究諜四「地方都由の成立認よひ発展の地域(Iり晶盤に関
ずる飢究」 （代表げ］！『史男・，，鼠屈后り138027) の一部である．｛叶究に1葛又、し，池市役所， I]本翰：_1, 金）属汀食器組
合， 日本i¥扉］出念属ハウスウニアー□L闊糾介，凡韮物）危など多数のこ協力をえた. f-jじして感訓の認を表したい，
+1-1-→ 
; IJヒI )~-!·、-、. /J:-、ni:l （佐々 木）
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A Geographical Analysis of Tsubame: A Town of Cutlery 
Industry in Japan 
Hiroshi Sasaki 
Tsubame is so famous for its cutlery industry as Solingen and Geislingen in Germany, and 
Sheffield in Great Britain. Ninety percent of cutlery used in the country comes from Tsubame, 
and 80 percent of cutlery produced jn the town is exported to foreign countries. 
r『subameis located jn the middle of the Niigata plain, one of tl1e largest alluvial plains in Japan. 
Paddy fields account for 73 percent of tbe town area (39.92 square kilometers), and the built-up area 
accounts for 17 percent of it. 
In the seventeenth and eighteenth centuries, the town produced Japanese neil, file and rasp, 
hiseru (tobacco pipe), and such copperware as vase, water jag and kettle. Farmers were engaged in 
GG 人文」也J:!督liJI究
these industries as their side jobs when agricultural lands were damaged by occasional floods of the 
Shinano and Nakanokuchi rivers. Tbe cutlery industry of Tsubame did not begin until 1914 when 
cutlery industry in Europe was severely damaged clue to World War I. 
I p . .opu!at10n and occupational structure 
In 1954 the town of'『subameconsolidated the three surrounding rural districts (Mura) and be-
came a city (Sl1i). In the same year, the West Tsubame raihvay station was opened. The West 
Tsubame Industrial Estate was built in 1966, and a new bridge wns b叫 tover the Nnkanokuchi 
River in 1971. 
Population density in Tsubame (l,084/km~) is more than three t1mes that in cJapan (301/kmり，
Tsubame has a population o『43,265in 1975、 58.3% of employees is engaged in manufacturing 
rndustries, only 14. S⑰ 1n agriculture. Almost all industrial wor-lrn are family worts with one or two 
family workers, and these small works belong to larger ¥vorks under the: subcontract system. Small 
family woTks as subcontractors grind knife, spoon ;rncl fork. Larger dinm:nvarc makers let the 
work to subcontractors. 
II. Structure of cutlery industry 
Arnong 1961 cutlery makers, 汎]mosthalf of thern are jn metal grinclin自. The rest arc dinnerware 
making (],J/;,~ ふ houseware making・ (8り）， punching・ and pressing・ (:3°;). Espccinlly metal grinding 
works are privately owned and dinnerv.rare works are incorporated. According to o叫）ut from 
rnanu「acturingindustries, cutlery making・is at the top, 26. 4°<) of the tot叫叩iputfrom industries. 
Tron, steel, and non-ferrous mcta1s 25. 9%), hous2ware U. gc;;), macbin2s 1 ;3.9⑰ metal 
only :3. 5%1-'『hismeans, metal grinding has the lowest pn)ducしivityper Iabon::r. Dinnerware 
rncta1s are gTinclecl in small family works by 2. -'1 workers on an avcra旦e. Metal grinders arc the 
base of well-known Tsubame cutlery industry. 
Cutlery in a narrow sense means knife, fork ancl spoon. They are made in largci、125(1:3. 9(%) 
works ¥vith 11. 7 ,vorkers ('27. 5~ り） on an average and produce :340 million yt:n in 1974. Iron, steel, 
and nonferrous metal jnclustric-!s have only 29 works (1%, of total works), but they produce 25.9% 
of total output of the town. They supply metal dinncnvarc make1・s with raw materials (stainless 
steel). Industries associated ¥vith metal dinnerwares are developed, making timer and paper boxes 
for shipn,ent of dinnerwares. :l¥1etal dinnerwares (knife, fork and spoon) are made in 21-24 
nm king processes. La「germetal dinnerware makers have their own market; and have agents in 
Tok:,'O, New York, and so on. They make frorn nnv stainless steel to golden knife, fork and 
spoon, but form out the troublesome processes as rough grinding, filding, finish polishing, pressing, 
welding-to smaller subcontracton. 
A sample industrial ento1・priso }{, not only produces metal dinnerwares and housewares, but 
also sells them. He exports about lrnlf of production to about 50 counti・ies, such as USA, Canada, 
Great Britain, Austra1ia, ¥Vest Cerrnany, Sweden and so on. The rest is so1cl for domestic use. He 
has about 1000 ag-ents in Tokyo, Osaka, Nagoya, Sapporo and Fukuoka. 日efarms out the processes 
of grinding・, welding-, and g-ildinと;to 60 subcontractors, 40<j(, of which work mainly for K. Mother 
enterprise K transport half made wares by small trucks from a contactor to next process contractors. 
Ninety且vepc『centof Japanese metal dinnerwares are produced in Tsubame, and the rest five 
percent in Seki jn Gifu-ken (Prefecture). Nearly 80<½, of products is exported to about 100 countries. 
Typical flow of metal dinnerwnrcs is as follows: 
subcontractor---—• larger maker~---~trade company--, forei廷ncountries 
small maker -, wholesale dealer-----------~-- -,domestic use 
Lar区ermakers have their own departments for selling, and sell products direct to buyers 
Tsubame has facecl keen export competition from Taiwan and South Korea in the markets of 
USA. Tsubamc bas made a great effort to make hi砂erquality. Prosperity of metal dinnerware of 
;1)(~1 [i(こね;fjる汀食図1:文の存立〗凸覧 ((ii~ 木々） 67 
Tsuha.me depends on the long technical tradition of metal processing, marketing routes, and cheap 
labor「Ol訳:ecesfrom the neighbouring rice producing areas. 
II!. Ne・w dinnerware industrial estate 
Jn a .small built-up area of Tsubame, there agglorneratecl 3、000very small dirty family works of 
different processes of rnetal industries. On the narrmv roads in the tmvn appears the congestion of 
trafic. 1t is quite difficult to distinguish dwelling houses from workshops. Noise, water polution 
ancl pcl¥-vder dust are the tbree larg・cst public nuisances (Kogai) in Tsubame. Since 196G, I¥'cw Indus-
trial Estate for Dinnerware-making has been b叫 tby national, prefectural and town goverments, 
on 2km west of the built-up area. lt extends 3. 5km from nortl1 to south, 1. 5km from cast to west, 
area of 709,30211仔(70ha),which is divided into 9 estates (smithy, grinding, gilding, packing, trans-
port, ..). Rice fields are converted to industrial estates, and farmers g・et income more from 
industrial wages than from cultivation. At 1km east of the built-up area the interchange of 
Autobahn and the station of New Railway (Shinkansen) will be open in several years. 
